
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、

若
杉
祭
初
日
の
11
月
1
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。
卒
業
後
10
年

毎
の
節
目
の
皆
さ
ん
に
是
非
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

研
究
室
O
B
会
参
加
の
皆
さ
ん

に
も
懇
親
パ
ー
テ
ィ
へ
ご
参
加

願
い
た
い
。
当
日
は
、
博
物

館
・
各
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
学
内
見
学
ツ
ア
ー
、
懇
親
パ

ー
テ
ィ
を
行
う
。
（
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会
）

平
成
21
年
4
月
か
ら
誕
生
す
る
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
環
境
を
意
識
し
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
育
て
る
二
つ
の
新
し
い
学
科

（
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
と
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）
の
準
備
が
次
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

■
も
の
づ
く
り
環
境
学
科

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
で
は
、
設
計

か
ら
材
料
、
製
造
、
輸
送
、
廃
棄
に
い

た
る
ま
で
、
環
境
と
い
う
視
点
を
意
識

す
る
「
未
来
工
場
」
で
の
も
の
づ
く
り

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
特
徴
あ

る
科
目
を
準
備
し
て
い
る
。
1
年
次
の

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
」
の
中
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
工
場
で
の
実
際
の
も

の
づ
く
り
を
見
学
す
る
。
2
年
次
に
は
、

も
の
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
発
見
し
、

そ
れ
を
具
体
化
す
る
方
法
を
学
び
、
実

際
に
も
の
を
作
る
「
も
の
づ
く
り
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
を
、
3
年
次
に
は
、
環
境
問

題
を
発
見
・
解
決
す
る
力
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
養
う
「
環
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を

設
け
る
な
ど
、
1
年
次
か
ら
4
年
次
ま

け
、
学
年
の
進
行
に
し
た
が
い

学
生
の
興
味
に
あ
っ
た
専
門
領

域
が
学
べ
る
科
目
を
配
置
し
た
。

2
年
次
後
半
か
ら
の
住
空
間

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
「
イ
ン

テ
リ
ア
の
空
間
構
成
」
、
福
祉
空

間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
論
」
な

ど
を
設
け
た
。
将
来
、
一
級
建

築
士
の
国
家
試
験
を
目
指
す
学

生
に
も
、
受
験
資
格
要
件
を
満

た
す
専
門
科
目
を
多
数
用
意
し

た
。
住
宅
や
店
舗
を
ト
ー
タ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
イ
ン

テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
高
齢
者

向
け
の
住
宅
改
善
を
担
う
福
祉

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
の
資
格
取
得
も
可
能
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
学
科
の
教
員
に
は
、
建
築

学
科
か
ら
移
籍
す
る
教
授
陣
に

加
え
、
建
築
学
と
社
会
福
祉
学

を
専
攻
し
、
住
空
間
の
設
計
実

績
が
豊
か
な
専
門
家
を
迎
え
る
。

で
、
少
人
数
で
行
う
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
形
式
の
科
目
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
市
販
の
自
動
車
の
解

体
・
組
立
て
を
行
っ
て
、
各
部

品
の
機
能
や
解
体
性
能
を
確
認

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
設

計
を
学
習
す
る
科
目
「
も
の
づ

く
り
実
験
」
を
設
け
た
。

本
学
科
の
教
員
に
は
、
機

械
・
シ
ス
テ
ム
系
、
材
料
系
を

専
門
分
野
と
す
る
学
内
教
員
に

加
え
て
、
ゴ
ミ
問
題
を
解
決
す

る
新
任
教
員
を
迎
え
る
。

■
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で

は
、
心
地
よ
い
室
内
空
間
を
創

造
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
高
齢
者

に
や
さ
し
い
住
環
境
を
実
現
で

き
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成
す

る
。そ

の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

特
徴
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準

備
し
て
い
る
。
1
年
次
に
は
「
建

築
表
現
入
門
」
な
ど
空
間
デ
ザ

イ
ン
に
関
す
る
基
礎
科
目
を
設

一
同
感
謝
し
て
い
る
。

今
年
の
若
杉
祭
の
テ
ー
マ
は
、
「
華
舞

喜
〜
華
の
四
重
奏
〜
」
と
設
定
し
た
。

「
華
舞
喜
」
に
は
、
お
客
様
が
思
わ
ず
舞

い
踊
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
華
や
か

毎
年
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
若
杉
祭

を
開
催
で
き
る
の
も
、
参
加
団
体
、
大

学
関
係
者
、
そ
し
て
大
学
祭
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
る
お
客
様
の
ご
協
力
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
、
大
学
祭
実
行
委
員
会

今
年
も
大
学
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
1
9
6
9
年
に
始
ま
っ
た
若
杉
祭
も
今

年
で
40
回
を
迎
え
る
。
若
杉
祭
の
開
催
期
間
は
、
11
月
1
日
（
土
）
〜
3
日
（
月
）

の
3
日
間
で
、
開
催
期
間
中
の
1
日
（
土
）
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
2
日

（
日
）
に
は
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
業
技
術
博
物
館
で

は
特
別
展
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
学
園
は
「
祭
」
一
色
に
彩
ら
れ
る
。

で
楽
し
い
若
杉
祭
に
な
る
よ
う

に
、
そ
し
て
「
楽
し
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
「
〜
華
の
四
重
奏

〜
」
に
は
、
私
ど
も
大
学
祭
実

行
委
員
会
が
40
周
年
と
い
う
記

念
の
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
40
年
間
の
歴
史

を
、
華
や
か
な
音
楽
の
よ
う
に

奏
で
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

本
学
の
学
生
以
外
の
方
々
に

も
よ
り
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
若
杉
祭
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

今
年
の
見
所
は
、
若
杉
祭
史

上
初
め
て
の
挑
戦
!!
3
日
間
連

日
、
有
名
人
を
呼
ん
で
行
う

〝
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
や
ト
ー
ク
〞
を
は

じ
め
、
数
々
の
企
画
を
用
意
し

て
い
る
。
豪
華
景
品
が
も
ら
え

る
チ
ャ
ン
ス
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
。

毎
年
恒
例
の
「
秋
の
か
ら
っ

風
こ
ん
さ
ぁ
と
」
で
は
、
人
気

急
上
昇
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
『
藍

坊
主
』
が
生
ラ
イ
ブ
を
行
う
。
そ

し
て
、
後
夜
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
、
感
動
す
る
ほ
ど
の
花
火

が
空
に
舞
う
。
他
に
も
、
参
加
団

体
展
示
な
ど
日
本
工
業
大
学
ら

し
い
企
画
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い

の
う
え
若
杉
祭
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
今
年
の
若

杉
祭
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

飯
島
　
和
也
）
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信 編集・発行

広報課
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

1（0480）34－4111（代）

平成20年（2008年）11月1日発行

平成２０年度 第１８回 特別展 

北海道置戸町教育委員会所蔵の槍鉋 

手仕事道具の世界 
－秋岡コレクションより－ 

日本を代表する工業デザイナ－の一人であった故
秋岡芳夫氏が蒐集した手仕事道具のコレクショ
ンの一部である大工道具や弁当箱など道具類を
展示し、同氏が提唱したライフスタイルや環境問
題を紹介し、考察する。 

開催期間：１１月１日（土）～２２日（土） 
場 　 所：工業技術博物館の２階展示室 
入 場 料：無料 
主　　催：日本工業大学 工業技術博物館 
　　　　　Tel.０４８０-３３-７５４５（直通） 
　　　　　E-mail museum@nit.ac.jp

展示内容に関連する特別講演会を開催。江戸鍛
冶の伝統技術を現代に継承する三代目左 久作
氏による、刃物造りに関する講演。 
【特別講演会】  
講　　師：刃物師　三代目　左　久作氏 
日　　時：１１月２１日（金）　１３：３０～１５：００ 
場　　所：日本工業大学  学友会館ホ－ル 

卒
業
後
30
年
、
20
年
、
10
年
の
皆
様
へ

11／1
第
9
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催校歌を熱唱する教員やOB達

昨年の若杉祭より：上段左・野外ステージでの吹奏楽団の演奏　上段右・音楽系サークルライブ
下段左・多くの模擬店が並ぶ　下段中・夜空に打ち上がる花火　下段右・屋内でも様々な催しを開催

日本工業大学　平成21年度入試日程
日本工業大学　工学部　新設2学科・1学科 学科名称変更
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 日本工業大学　教務部入試室

70120-250-267
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　℡0480-33-7507（直通）

■平成21年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

入試種別 日　　　　程

一般入試

センター利用入試

ＡＯ入試
・ＡＯエントリー入試
・ＡＯコーディネータ入試

出願期間

試験日

合格発表

出願期間

センター試験実施日

合格発表

エントリー入試のエントリー期間
コーディネータ入試の申込期間
面談・面接等
出願期間
選考
合格発表

一般入試Ａ
1/ 5（月）～ 1/24（土）
2/ 1（日） 本学、郡山、水戸、

高崎、千葉
2/ 2（月） 本学、東京、新潟、

長野、静岡
2/ 3（火） 本学
2/10（火）
センター利用入試Ａ
1/ 5（月）～ 2/ 2（月）

2/10（火）
第3期

10/ 1（水）～11/20（木）

12/ 5（金）～12/11（木）

12/20（土） 1/19（月） 3/21（土）
書類審査等

1/ 5（月）～1/10（土） 3/ 2（月）～ 3/12（木）

2/26（木）
第4期

11/25（火）～12/10（水）

3/21（土）
第5期

1/15（木）～ 3/ 5（木）

1/17（土）・18（日）
※本学での個別学力検査等は実施いたしません

平成21年3月上旬まで、随時受付
書類受理後に連絡

センター利用入試Ｂ
2/ 4（水）～ 2/16（月）

センター利用入試Ｃ
2/18（水）～ 3/12（木）

一般入試Ｂ
2/ 4（水）～ 2/16（月）

2/21（土） 本学

2/26（木） 出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月20日 2月27日 書類選考・面接 3月5日 3月13日

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）
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テーマは「華舞喜～華の四重奏～」 若杉祭「華舞喜～華の四重奏～」 第40回

11月1日（土）・2日（日）・3日（月・祝）開催

新設2学科　開設に向けて着実に進行中
「ものづくり環境学科」「生活環境デザイン学科」

市販の自動車の解体・組立てを行う「実験」

インテリアデザインラボでの家具制作

環
境
を
意
識
し
た
特
徴
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意

インテリアデザインラボ設置

本
年
7
月
1
日
、
イ
ン

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
を

開
設
し
た
。
こ
れ
は
、
来

年
4
月
開
設
の
新
学
科
、

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

と
も
関
連
す
る
施
設
で
あ

る
が
、
学
科
開
設
に
先
駆

け
て
本
学
付
属
施
設
と
し

て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
ラ
ボ
に
お
い
て
は
、
家

具
の
制
作
や
イ
ン
テ
リ
ア

に
関
す
る
実
験
実
習
が
行

わ
れ
る
。

9月2日（火）、システム工学科
の三宅正二郎教授が「第1回カ
ルロス・ゴーン賞」を受賞した。
「自動車部品用DLC（ダイヤモン
ド・ライク・カーボン）低フリクシ
ョン膜の研究」というテーマで日
産自動車と共同研究を行い、燃

費向上に大きく寄与する新構造のDLC膜の実用化
に繋げたことが高く評価された。受賞に際し同教
授は「技術は実用化されてこそ意味がある。今後
も摩擦ゼロ、摩耗ゼロを実現する表面形成技術を
目指して研究を続けていきたい」と語っている。

システム工学科 三宅正二郎教授
第1回カルロス・ゴーン賞受賞！

・各試験日とも全学
科の受験が可能
・一般入試Ａの本学
会場は受験日自由
選択制

・そのほか社会人入試、帰国子女入試などがあります。 ・各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。
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こ
の
度
は
作
品
を
評
価
し
て

下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
受
賞
に
あ
た
り
、
こ
の

文
章
を
作
成
し
て
い
る
今
、
や

っ
と
一
等
と
い
う
賞
の
重
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
日
本
工
業
大
学
建
築
設
計

競
技
は
今
年
で
第
22
回
と
な
る
。
審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
坂
本
一
成
氏
（
東
京

工
業
大
学
大
学
院
教
授
）
を
迎
え
、「
天
と
地
を
結
ぶ
家
」
を
課
題
に
開
催
。
68
校

よ
り
2
9
5
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
入
賞
者
の
作
品
は
11
月
1
日
〜
3
日
ま
で
、

本
学
大
学
祭
期
間
中
に
L
C
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
、
2
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
で
表
彰
式
と
講
評
、
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
る
。

私
が
今
回
の
設
計
競
技
に
参

加
を
決
め
、
作
品
を
完
成
さ
せ

る
ま
で
に
は
、
本
当
に
多
く
の

時
間
を
つ
い
や
し
て
悩
み
ま
し

た
。
考
え
れ
ば
考
え
る
程
、
作

品
の
完
成
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

空
を
見
上
げ
て
み
る
と
、
い
つ

も
そ
こ
に
は
綺
麗
な
青
空
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

大
き
な
空
と
、
ど
こ
ま
で
も
続

く
こ
の
大
地
を
一
つ
に
結
ぶ
、

そ
ん
な
「
最
高
の
欲
張
り
」
な

家
に
私
自
身
が
住
み
た
い
と
思

っ
た
こ
と
が
、
こ
だ
わ
り
と
な

っ
て
、
こ
の
作
品
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
設
計
競
技
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
本
当
に
沢
山
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

忘
れ
ず
、
今
後
も
建
築
の
勉
強

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
築
を
設
計
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
い
か
な
る

建
物
に
す
る
か
と
い
う
考
え
、

つ
ま
り
建
築
に
対
す
る
新
た
な

構
想
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
住

宅
の
よ
う
な
人
々
の
日
常
の
生

活
を
通
じ
て
身
近
に
関
わ
る
建

築
で
は
、
人
々
が
日
々
生
き
て

生
活
す
る
こ
と
に
対
応
す
る
と

同
時
に
、
更
に
こ
の
日
常
を
超

え
て
空
間
と
時
間
を
構
想
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
住
宅
は
新
た
な
可
能

性
を
持
ち
得
る
の
で
す
。

つ
ま
り
建
築
と
し
て
良
い
住

宅
を
設
計
す
る
こ
と
は
、
今
の

日
常
的
な
生
活
を
単
に
受
け
入

れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

の
新
た
な
生
活
を
可
能
と
さ
せ

る
場
を
構
想
し
、
設
計
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
構
想
、

つ
ま
り
新
た
な
住
宅
の
設
計
の

た
め
の
考
え
方
、
論
理
を
必
要

と
し
ま
す
。
今
回
の
設
計
競
技

で
は
、
こ
の
統
合
と
も
い
う
べ

き
住
宅
を
纏
め
る
た
め
の
論
理

と
方
法
（
レ
ト
リ
ッ
ク
）
を
求

め
る
も
の
で
し
た
。

「
天
と
地
を
結
ぶ
家
」
と
い

う
主
題
は
、
住
宅
の
歴
史
的
意

味
を
も
つ
内
容
で
あ
り
、
ま
た

住
宅
に
内
在
す
る
構
成
的
意
味

を
示
す
こ
と
か
ら
、
過
去
か
ら

連
続
し
た
未
来
の
時
間
と
空
間

を
求
め
る
考
え
方
の
座
標
と
な

っ
た
は
ず
で
す
。

一
等
の
西
川
博
美
さ
ん
の

「
こ
〜
ん
な
に
近
い
！
天
と
地
」

は
「
天
と
地
を
結
ぶ
家
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
最
も
率
直
に
解
答

し
た
案
と
言
え
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
地
上
面
か
ら
上
下
の
斜

め
方
向
に
大
階
段
を
配
し
、
鏡

に
映
っ
た
空
ま
で
登
れ
る
こ
と
、

ま
た
地
下
を
包
含
し
た
水
の
泉

ま
で
降
り
ら
れ
る
こ
と
で
、
天

と
地
を
連
続
さ
せ
全
体
を
一
体

化
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
課
題
に

ス
ト
レ
ー
ト
に
解
答
し
た
例
に

な
り
ま
し
た
。
更
に
、
こ
の
大

階
段
の
裏
側
で
分
離
し
て
い
る

多
目
的
ル
ー
ム
、
書
斎
等
の
内

部
空
間
が
、
こ
の
大
階
段
と
直

接
出
入
り
で
き
る
関
係
を
持
つ

計
画
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
よ
り

的
確
な
案
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。二

等
の
櫻
井
駿
士
さ
ん
の

「
天
と
地
を
結
ぶ
身
体
」
は
今
回

の
応
募
案
の
中
で
最
も
野
心
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
モ
ノ
リ
ス
で
あ
る

板
状
の
柱
で
床
等
の
構
成
材
を

支
え
る
と
い
う
単
純
な
構
成
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
モ
ノ

リ
ス
が
大
地
に
根
ざ
し
天
に
伸

び
る
こ
と
で
、
新
た
な
大
地
と

天
を
形
成
し
、
そ
こ
に
生
活
者

が
関
わ
る
事
で
天
と
地
が
結
ば

れ
る
と
い
う
形
而
上
学
的
な
作

品
で
す
。
現
代
的
に
ソ
フ
ィ
ス

ト
ケ
イ
ト
さ
れ
た
空
間
と
存
在

感
あ
ふ
れ
る
構
成
が
印
象
的
で
、

評
価
で
き
ま
し
た
。

人
は
だ
れ
も
住
宅
に
住
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
に

と
っ
て
は
、
そ
の
住
宅
自
体
を

意
識
す
る
事
な
く
、
無
意
識
的

に
住
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
設

計
競
技
は
、
専
門
家
に
な
り
始

め
た
皆
さ
ん
が
住
宅
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
、
意
識
的
に

考
え
て
も
ら
う
も
の
で
し
た
。

そ
れ
は
単
に
間
取
り
と
い
っ
た

使
用
上
の
器
以
上
の
も
の
で
あ

り
、
ま
た
外
観
上
の
着
せ
替
え

の
家
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
く
れ
た
は
ず

で
す
。
そ
の
こ
と
を
多
く
の
作

品
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。
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1等　西川　博美さん　受賞作品 受
賞
の
言
葉

青
空
と
、
建
築
と
、
私
。

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校
　
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科（
3
年
）

西
川
　
博
美

日
本
工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
入
賞
者

一
　
等
　
滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校
　
　
　
　
　
西
川
　
博
美

二
　
等
　
国
立
東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高
等
学
校

櫻
井
　
駿
士

三
　
等
　
埼
玉
県
立
熊
谷
工
業
高
等
学
校
　
　
　
　
板
垣
　
光
星

●
審
査
員
賞国

立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
　
　
　
　
　
泉
　
璃
依

兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校
　
　
　
　
倉
橋
　
愛
里

堺
市
立
工
業
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
龍
本
　
早
樹

●
佳
作

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校
　
　
　
　
岩
�

帆
久
都

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校
　
　
　
　
杉
山
　
輝
明

静
岡
県
立
科
学
技
術
高
等
学
校
　
　
　
　
辻
村
　
保
奈
美

国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
　
　
　
　
　
西
尾
　
萌

神
戸
市
立
科
学
技
術
高
等
学
校
　
　
　
　
林
　
雅
人

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
奈
津
希

神
戸
市
立
科
学
技
術
高
等
学
校
　
　
　
　
横
山
　
公
太
郎

●
奨
励
賞岩

手
県
立
盛
岡
工
業
高
等
学
校

阿
部
　
慎
也

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

伊
藤
　
瑞
希

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校

大
江
　
昴

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校

澤
　
静
季

岡
山
県
立
津
山
工
業
高
等
学
校

長
瀧
　
渉

東
京
都
立
蔵
前
工
業
高
等
学
校

西
村
　
啓
汰

岡
山
県
立
津
山
工
業
高
等
学
校

浜
田
　
あ
ゆ
美

関
東
第
一
高
等
学
校

宮
内
　
浩
吏

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

武
藤
　
裕
司

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校

森
本
　
淳
平

名
古
屋
市
立
工
芸
高
等
学
校

山
口
　
大
介

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

依
田
　
彩
加

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

六
谷
　
敏
希

●
奨
励
学
校
賞

山
形
県
立
山
形
工
業
高
等
学
校

静
岡
県
立
島
田
工
業
高
等
学
校

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

岡
山
県
立
津
山
工
業
高
等
学
校

愛
媛
県
立
東
予
高
等
学
校

建築設計で最も重要なことは、
新たな構想。それを、多くの
作品に見ることができ楽しかった。

講
　
評

坂本一成
（建築家・東京工業大学大学院教授）

1943年・東京に生まれる。66年・東京工業大
学建築学科卒業。71年・東京工業大学大学院
博士課程を経て武蔵野美術大学建築学科専任
講師。77年・同助教授。83年・東京工業大学
助教授。91年・同教授、現在に至る。

主な作品に、水無瀬の町家（1970年）、代田の
町家（1976年）、House F（1988年）、コモン
シティ星田（ 1991-1992年）、 House SA
（ 1999年 ）、 egota house A（ 2004年 ）、
QUICO神宮前（2006年）がある。

第22回
建築コンペ 68校から295点応募「天と地を結ぶ家」

日常を超えて空間と時間を構想することで、住宅は可能性を持つ

68校から295点応募「天と地を結ぶ家」
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秋
学
期
で
は
、
本
年
度
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
大
幅
改
訂
に
伴
っ

て
新
設
さ
れ
た
7
科
目
を
含
め
、

主
幹
科
目
と
発
展
科
目
を
主
体

に
19
科
目
の
講
義
が
、
4
期

生
・
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
修
士
論
文
に
代
わ
る
必
修

科
目
の
特
定
課
題
研
究
「
技
術

経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
も

始
ま
り
、
院
生
は
指
導
教
授
と

の
協
議
で
決
ま
っ
た
具
体
的
な

個
別
課
題
に
関
し
て
、
来
年
3

月
中
旬
の
成
果
発
表
会
に
向
け

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

秋
は
来
年
度
の
た
め
の
諸
活

動
が
本
格
化
す
る
時
期
で
も
あ

る
。
入
試
日
程
が
11
月
末
、
2

月
初
め
、
3
月
初
め
の
日
曜
日

に
決
ま
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
も
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
11

月
、
1
月
、
2
月
に
開
催
さ
れ

る
。
説
明
会
、
特
定
課
題
研
究

の
実
例
紹
介
、
授
業
見
学
、
修
了

生
・
在
校
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
討

論
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
内
容
で

あ
る
。
個
別
相
談
に
も
対
応
す

る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
々
多

数
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

（
専
任
教
授
　
松
野
建
一
）

去
る
9
月
20
日
、
平
成
20
年

度
学
位
記
授
与
式
と
留
学
生
別

科
修
了
証
書
授
与
式
が
情
報
工

学
科
実
験
研
究
棟
5
階
会
議
室

に
て
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
日
卒

業
（
修
了
）
し
た
の
は
、
学
部

63
名
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程

4
名
、
博
士
後
期
課
程
1
名
、

留
学
生
別
科
23
名
。

式
に
は
呑
澤
工
友
会
会
長
を

は
じ
め
来
賓
や
父
母
、
教
員
が

多
数
出
席
。
柳
澤
学
長
よ
り
告

辞
、
大
川
理
事
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
後
援
会
か
ら
は
卒
業
生

ら
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
10
月
2
日
に
は
秋
季

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
今
回

新
た
に
学
生
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
学
部
19
名
、
留

学
生
別
科
8
名
で
あ
る
。
新
入

生
は
や
や
緊
張
し
た
様
子
で
あ

っ
た
が
、
柳
澤
学
長
の
式
辞
を

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ

て
い
た
。

平平平平
成成成成
22220000
年年年年
度度度度
カカカカ
ナナナナ
ダダダダ
研研研研
修修修修

は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
で
英
会
話
を
学
ぶ
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
バ
ン
ク

ー
バ
ー
市
内
で
現
地
の
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
等
、

多
く
の
場
面
で
異
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生
時
代

の
海
外
経
験
は
、
見
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
個
々
の
感
性
に

大
き
く
影
響
し
、
豊
か
な
人
間

性
や
広
い
視
野
を
養
う
こ
と
に

繋
が
る
た
め
、
今
後
も
本
セ
ミ

ナ
ー
を
充
実
さ
せ
た
い
。

8
月
10
日
〜
9
月
2
日
に
平

成
20
年
度
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。
学
生

労
賞
は
、
長
年
の
尽
力
に
対
す

る
も
の
で
、
同
教
授
は
3
人
目

の
受
賞
者
。
同
教
授
は
主
に
、

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
技
術
、
高
電

圧
試
験
技
術
な
ら
び
に
避
雷
器

技
術
の
発
展
・
向
上
と
そ
の
標

準
化
推
進
に
関
し
、
中
心
的
存

在
と
し
て
長
年
に
亘
る
多
大
な

貢
献
が
評
価
さ
れ
た
。

特
に
、
高
電
圧
試
験
技
術
の

規
格
に
関
し
て
は
、
本
学
の
原

田
達
哉
名
誉
教
授
が
電
気
学
会

の
関
連
委
員
会
を
舞
台
に
長
年

本
年
5
月
、
超
高
電
圧
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
西
村
誠
介
教
授

が
、
電
気
学
会
か
ら
優
秀
技
術

活
動
賞
・
グ
ル
ー
プ
著
作
賞
を

受
賞
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
6

月
に
は
同
学
会
か
ら
、
本
学
の

柳
澤
章
学
長
宛
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。
続
い
て
7
月
に
は

電
気
学
会
の
電
気
規
格
調
査
会

か
ら
、
同
教
授
の
長
年
の
功
績

に
対
し
て
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

電
気
学
会
は
、
明
治
21
年
に

榎
本
武
揚
を
初
代
会
長
と
し
て

創
立
さ
れ
、
今
年
1
2
0
周
年

を
迎
え
た
。
現
在
、
会
員
は
約

2
万
4
0
0
0
人
で
、
活
動
範

囲
も
、
電
気
工
学
で
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
範
囲
に
留
ま
ら
ず
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
情
報
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
等
々
広
範
多

岐
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

西
村
教
授
の
優
秀
技
術
活
動

賞
の
受
賞
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
通
算
4
回
目
。
今
回
は
、
企

業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
工
場
電
気
設
備
の

更
新
を
「
ど
の
よ
う
な
考
え
方
」

で
「
ど
の
よ
う
な
手
順
で
」
進

め
る
か
に
つ
い
て
の
著
作
が
受

賞
し
た
。
著
作
名
は
「
工
場
電

気
設
備
〜
設
備
診
断
・
余
寿
命

推
定
か
ら
更
新
へ
〜
」
で
あ
り
、

執
筆
は
、
同
教
授
を
委
員
長
と

す
る
工
場
電
気
設
備
更
新
実
施

方
法
調
査
専
門
委
員
会
が
担
当

し
て
い
る
。

電
気
規
格
調
査
会
か
ら
の
功

活
躍
し
た
成
果
を
継
承
し
た
も

の
が
多
い
。
こ
の
意
味
で
は
、

今
回
の
西
村
教
授
の
受
賞
は
、

本
学
の
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ

ー
が
我
が
国
に
お
け
る
こ
の
分

野
で
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
世
の

中
に
認
識
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。

一
・
は
じ
め
に

第
四
十
一
期
決
算
、
第
四
十

二
期
予
算
が
公
認
会
計
士
お
よ

び
法
人
監
事
の
監
査
を
受
け
、

法
人
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承

認
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
財
務
諸
表
を
公
表
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続
き

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七

年
度
）
に
本
学
が
行
っ
た
主
な

事
業
等
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年

（
大
学
設
立
四
十
周
年
）
を
迎
え

各
種
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
学
で
は
「
百
年
記
念
館
」

が
完
成
し
多
く
の
学
生
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
②
C
A
D
教
育

充
実
の
た
め
の
建
築
デ
ジ
タ
ル

デ
ザ
イ
ン
室
・
電
子
デ
ザ
イ
ン

ラ
ボ
等
の
教
育
研
究
施
設
の
改

修
を
行
い
ま
し
た
。
③
最
新
の

中
央
監
視
装
置
を
導
入
し
、
各

種
警
報
の
遠
隔
監
視
と
共
に
、

電
力
・
ガ
ス
量
を
き
め
細
か
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
N
E
D
O
の

補
助
事
業
に
も
採
択
さ
れ
省
エ

ネ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
④

第
一
回
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
高
校
生
大
会
を
開
催
。

全
国
か
ら
多
数
の
高
校
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
⑤
後
援
会
特
別

事
業
と
し
て
売
店
の
コ
ン
ビ
ニ

化
、
憩
い
の
ゾ
ー
ン
（
夜
十
時

ま
で
オ
ー
プ
ン
）
に
パ
ン
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
学
生
諸
君
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年

度
に
は
二
学
科
を
加
え
た
七
学

科
体
制
へ
の
移
行
に
対
し
、
さ

ら
に
教
育
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

二
・
平
成
十
九
年
度

決
算
に
つ
い
て

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次
の

三
表
が
あ
り
ま
す
。
①
全
て
の

資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を
示

す
「
資
金
収
支
計
算
書
」
（
別
表

1
）
、
②
各
年
度
に
お
け
る
収
支

の
均
衡
状
態
や
財
政
の
健
全
さ

を
見
る
上
で
の
指
標
と
な
る

「
消
費
収
支
計
算
書
」
（
別
表
2
）
、

③
決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
し
た
「
貸
借
対

照
表
」（
別
表
3
）
の
三
表
で
す
。

ま
た
（
別
表
5
）
に
て
「
消

費
収
支
計
算
書
主
要
項
目
の
分

析
表
」
を
添
付
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

大
学
の
全
体
収
入
を
示
す
帰

属
収
入
は
前
年
対
比
二
千
四
十

四
万
円
増
加
し
、
八
十
億
六
千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
を

見
ま
す
と
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
が
学
生
数
の
減
少
に
よ
り
前

年
度
比
一
億
三
百
万
円
の
減
少
、

ま
た
、
補
助
金
（
年
々
減
額
さ

れ
て
い
る
）
も
前
年
比
二
千
六

百
万
円
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
他
方
、
寄
付
金
収
入
は
一

〇
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
な
ど

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
六
千
万

円
増
加
、
ま
た
、
資
産
運
用
収

入
も
、
運
用
の
工
夫
と
金
利
上

昇
に
よ
り
前
年
度
比
四
千
九
百

万
円
増
加
し
一
億
一
千
六
百
万

円
を
超
え
ま
し
た
。
雑
収
入
は

科
学
研
究
費
補
助
金
の
間
接
経

費
及
び
私
立
大
学
退
職
金
財
団

交
付
金
の
増
加
で
増
え
ま
し
た
。

帰
属
収
入
の
増
加
は
こ
れ
ら
の

主
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
基
本
金
組
入
額
は
大
学
の

教
育
研
究
環
境
を
永
続
的
に
維

持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠

な
資
産
投
資
を
示
し
ま
す
。
今

年
度
は
「
百
年
記
念
館
」
の
建

設
や
第
二
号
基
本
金
の
組
入

（
三
億
円
）
が
含
ま
れ
、
総
額
九

億
七
百
万
円
の
規
模
の
資
産
投

資
を
帰
属
収
入
か
ら
行
っ
て
お

り
ま
す
。

○
支
出
の
部

支
出
は
、
人
件

費
が
前
年
度
比
六

千
五
百
万
円
の
減

少
、
他
方
、
教
育

研
究
経
費
は
総
額

二
十
七
億
九
千
六

百
万
円
で
前
年
度

比
一
億
五
百
万
円

の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
主

に
教
室
環
境
改
善

の
た
め
本
館
東
側

サ
ッ
シ
入
替
え
工

事
関
係
費
、
L
C

セ
ン
タ
ー
完
成
に

よ
る
図
書
の
移
動
・
再
配
置
費

用
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
教
育
研
究
費
比
率
（
別
表

5
ご
参
照
）
は
約
三
四
％
と
な

り
、
全
国
的
に
も
高
い
水
準
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
。

三
・
平
成
二
十
年
度

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

平
成
二
十
年
度
予
算
書
の
詳

細
は
別
表
4
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
主
た
る
収
入
で
あ
る
学

生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は
学
費

据
え
置
き
前
提
の
も
と
、
学
生

数
も
厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と

い
た
し
ま
し
た
。
寄
付
金
収
入

は
周
年
寄
付
を
見
込
み
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
補
助
金
収
入
は

今
後
も
積
極
的
に
申
請
・
獲
得

を
目
指
し
ま
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直
接

学
生
に
係
る
経
費
の
た
め
、
予

算
を
増
額
、
ま
た
、
施
設
・
設
備
関

係
支
出
も
C
A
D
／
C
A
M
演

習
室
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

の
設
備
更
新
、
本
館
西
側
サ
ッ

シ
入
れ
替
え
工
事
、
大
食
堂
の

改
修
等
教
育
・
学
園
生
活
環
境

の
充
実
を
目
指
し
、
資
金
投
下

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
管
理

経
費
支
出
も
メ
リ
ハ
リ
を
生
か

し
た
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。

四
・
む
す
び

平
成
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
と
い
う

大
事
業
も
無
事
に
終
了
し
、
学

生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
環
境
は
益
々

充
実
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二

十
一
年
度
に
は
七
学
科
体
制
と

な
り
ま
す
。
大
学
は
、
こ
れ
か

ら
も
充
実
し
た
最
新
の
教
育
・

実
験
・
研
究
施
設
を
維
持
し
、

実
工
学
教
育
を
強
力
に
推
進
し

て
ゆ
く
所
存
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
学
生
、
ご
父
母
、
卒

業
生
の
皆
様
の
ご
理
解
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
財
務
部
）

（3） 平成20年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第155号

学位記授与式ではなむけの言葉をおくる柳澤学長

秋季入学式で挨拶する大川理事長

平
成
二
十
年
度

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

西
村
教
授
に
電
気
学
会
か
ら

優
秀
技
術
活
動
賞
な
ら
び
に
電
気
規
格
調
査
会
功
労
賞

活
動
最
盛
期
の
秋
学
期

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

日本工業大学の
財政状況について

科目 H19年度 H18年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,749,745 6,852,275 △ 102,530
手 数 料 収 入 60,832 63,041 △ 2,209
寄 付 金 収 入 184,161 125,858 58,303
補 助 金 収 入 621,344 647,068 △ 25,724
資 産 運 用 収 入 115,214 68,110 47,104
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事　　　業　　　収　　　入 46,900 44,190 2,710
雑　　　　　収　　　　　入 257,586 218,450 39,136
借 入 金 収 入 0 1,160,000 △ 1,160,000
前 受 金 収 入 2,178,067 2,302,484 △ 124,417
そ の 他 の 収 入 984,449 462,113 522,336
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,544,123 △ 2,518,888 △ 25,235
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,578,122 5,052,171 △ 474,049
収 入 の 部 合 計 13,232,297 14,476,872 △ 1,244,575

（別表1）資金収支計算書 単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 3,006,365 3,099,167 △ 92,802
教 育 研 究 費 支 出 1,549,430 1,441,004 108,426
管 理 経 費 支 出 425,262 349,956 75,306
借 入 金 等 利 息 支 出 120,877 127,455 △ 6,578
借 入 金 等 返 済 支 出 818,350 331,070 487,280
施 設 関 係 支 出 1,555,686 1,687,491 △ 131,805
設 備 関 係 支 出 443,087 310,569 132,518
資 産 運 用 支 出 1,898,604 2,321,471 △ 422,867
そ の 他 の 支 出 348,977 342,007 6,970
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 87,572 △ 111,440 23,868
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,153,231 4,578,122 △ 1,424,891
支 出 の 部 合 計 13,232,297 14,476,872 △ 1,244,575

科目 H19年度 H18年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,749,746 6,852,275 △ 102,529
手　　　　　数　　　　　料 60,832 63,041 △ 2,209
寄　　　　　付　　　　　金 207,696 147,768 59,928
補　　　　　助　　　　　金 621,344 647,068 △ 25,724
資 産 運 用 収 入 116,006 66,855 49,151
事　　　業　　　収　　　入 46,900 44,190 2,710
雑　　　　　収　　　　　入 258,244 219,127 39,117
帰 属 収 入 合 計 8,060,768 8,040,324 20,444
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 906,695 △ 966,130 59,435
消 費 収 入 の 部 合 計 7,154,073 7,074,194 79,879

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

科目 H20年度 H19年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,074,645 6,282,660 △ 208,015
手 数 料 収 入 46,750 56,740 △ 9,990
寄 付 金 収 入 588,975 190,600 398,375
補 助 金 収 入 247,174 425,205 △ 178,031
資 産 運 用 収 入 20,500 18,200 2,300
事　　　業　　　収　　　入 50,876 58,906 △ 8,030
雑　　　　　収　　　　　入 128,584 202,445 △ 73,861
借 入 金 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,975,448 2,071,070 △ 95,622
そ の 他 の 収 入 1,006,022 2,157,266 △ 1,151,244
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,178,067 △ 2,302,484 124,417
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,153,231 4,578,122 △ 1,424,891
収 入 の 部 合 計 11,114,138 13,738,730 △ 2,624,592

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

科目 H20年度 H19年度 増減
支出の部
人　　件　　費　　支　　出 2,935,315 3,112,098 △ 176,783
教 育 研 究 費 支 出 2,180,954 1,917,370 263,584
管 理 経 費 支 出 574,188 592,750 △ 18,562
借 入 金 等 利 息 支 出 107,990 136,560 △ 28,570
借 入 金 等 返 済 支 出 359,650 818,350 △ 458,700
施 設 関 係 支 出 285,000 1,674,500 △ 1,389,500
設 備 関 係 支 出 193,409 691,480 △ 498,071
資 産 運 用 支 出 1,187,394 1,703,309 △ 515,915
そ の 他 の 支 出 540,450 495,267 45,183
〔 予　　備　　費　　〕 124,000 110,000 14,000

0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 25,892 △ 5,606 △ 20,286
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,651,680 2,492,652 159,028
支 出 の 部 合 計 11,114,138 13,738,730 △ 2,624,592

主要項目の分析比率（％） H19年度 H18年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 7.71 8.05 △ 0.34
人 件 費 / 帰 属 収 入 37.04 37.94 △ 0.90
教 育研究経費 / 帰属収入 34.69 33.47 1.21
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 5.70 4.80 0.90
借 入金等利息 / 帰属収入 1.50 1.59 △ 0.09
人 件 費 / 学 生 納 付 金 44.23 44.52 △ 0.29

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表

資産の部
科目 H19年度 H18年度 増減

固定資産 37,082,645 35,097,798 1,984,847
有形固定資産 22,003,753 21,286,970 716,783
その他の固定資産 15,078,892 13,810,828 1,268,064

流動資産 3,443,125 4,863,854 △ 1,420,729

合 計 40,525,770 39,961,652 564,118

（別表3）貸借対照表 単位：千円

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H19年度 H18年度 増減

負債の部 7,715,617 8,600,999 △ 885,382
固定負債 4,677,877 5,058,473 △ 380,596
流動負債 3,037,740 3,542,526 △ 504,786

基本金の部 39,092,864 38,186,168 906,696
翌年度繰越消費収支差額 △ 6,282,711 △ 6,825,515 542,804

合　　計 40,525,770 39,961,652 564,118

消費支出の部
人　　　　　件　　　　　費 2,985,419 3,050,405 △ 64,986
教 育 研 究 経 費 2,796,181 2,691,411 104,770
管　　　理　　　経　　　費 459,724 386,031 73,693
借 入 金 等 利 息 120,877 127,456 △ 6,579
資 産 処 分 差 額 42,196 249,655 △ 207,459
そ の 他 の 支 出 206,871 216,415 △ 9,544
消 費 支 出 の 部 合 計 6,611,268 6,721,373 △ 110,105
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 542,805 352,821 189,984
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 6,825,515 △ 7,178,335 352,820
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 6,282,710 △ 6,825,514 542,804

第41期決算・第42期予算

現地の方との触れ合いの1コマ
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そ
の
後
、
高
校
関
係

者
に
好
評
を
博
し
、

第
2
回
大
会
を
開
催

す
る
運
び
と
な
っ
た
。

今
回
は
全
国
か
ら

1
2
5
台
近
く
が
エ

ン
ト
リ
ー
、
参
加
者

は
引
率
の
先
生
等
を

含
め
2
0
0
人
近
く

に
の
ぼ
っ
た
。
タ
イ

ム
の
測
定
も
今
回
か

ら
自
動
計
測
装
置
を

9
月
10
日
か
ら
13

日
に
か
け
て
静
岡
県

袋
井
市
で
行
わ
れ
た

全
日
本
学
生
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
大
会
に
、
本

学
と
し
て
は
初
め
て

機
械
工
学
科
の
小
倉

勝
研
究
室
（
主
要
メ

ン
バ
ー
は
エ
ン
ジ
ン

工
房
）
の
チ
ー
ム
が

導
入
す
る
な
ど
し
て
、
競
技
の

公
平
性
を
期
し
た
。
ま
た
マ
ス

コ
ミ
の
関
心
も
多
く
集
め
、
当

日
は
N
H
K
を
は
じ
め
、
テ
レ

ビ
埼
玉
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新

聞
な
ど
が
取
材
に
訪
れ
た
。

優
勝
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

出
場
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
大
学

院
生
1
人
、4
年
生
10
人
で
あ
る
。

本
大
会
は
学
生
が
自
ら
構

想
・
設
計
・
製
作
し
た
車
両
に

よ
る
競
技
会
で
、
自
主
的
な
も

の
づ
く
り
の
総
合
能
力
を
養
成

す
る
場
で
あ
る
。
今
年
は
全
国

か
ら
77
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

66
校
が
書
類
審
査
に
パ
ス
し
た
。

大
会
中
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の

長
野
県
箕
輪

進
修
高
等
学

校
の
井
上
大

樹
君
が
二
連

覇
を
達
成
し

た
。

機
械
工
学
専
攻
2
年
（
小
倉
勝

研
究
室
）
鈴
木
昭
智
君
を
中
心

と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
各
自
が
責

任
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、

他
チ
ー
ム
の
車
両
を
見
学
し
た

り
、
逆
に
質
問
を
受
け
る
な
ど
、

技
術
力
向
上
と
交
流
の
場
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
は

後
輩
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

平
成
20
年
8
月
22
日
（
金
）
、

山
東
経
貿
職
業
学
院
（
中
国
）

よ
り
校
務
委
員
会
主
席
・
孫
国

偉
氏
ら
5
名
が
、
同
学
院
を
3

年
制
の
大
学
と
し
て
工
学
系
を

強
化
す
る
目
的
で
来
学
し
た
。

熱
心
に
施
設
等
を
見
学
し
、
学

術
的
な
交
流
を
熱
望
し
つ
つ
、

和
や
か
な
中
に
視
察
を
終
え
た
。

本
学
は
、
平
成
19
年
9
月
に

（
財
）
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構

へ
認
証
評
価
の
申
請
を
し
、
同

機
構
が
定
め
る
自
己
評
価
報
告

書
作
成
ガ
イ
ド
等
に
従
い
自
己

点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
本
年

6
月
に
自
己
評
価
報
告
書
を
作

成
し
た
。
そ
の
後
、
評
価
員
に

よ
る
厳
正
な
書
面
調
査
に
続
い

て
、
9
月
30
日
、
10
月
1
日
に

評
価
員
等
7
名
に
よ
る
実
地
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
は
大
川
理
事
長
以

下
関
係
者
が
対
応
し
、
大
学
責

任
者
と
の
面
談
、
学
習
環
境
の

視
察
、
学
生
と
の
面
談
等
が
行

わ
れ
、
そ
こ
で
自
己
評
価
報
告

書
の
誠
実
性
や
学
校
教
育
法
及

本
学
吹
奏
楽
団
の
第
25
回
定

期
演
奏
会
が
11
月
23
日
（
日
）

学
生
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
も
今
年
で
3
回
目
。
2
1

6
名
・
1
3
6
件
の
応
募
か
ら

奨
励
賞
12
件
、
優
秀
賞
10
件
が

び
大
学
設
置
基
準
等
の
法
令
に

適
合
し
て
い
る
か
、
書
面
調
査

で
指
摘
さ
れ
た
点
等
が
ヒ
ア
リ

ン
グ
さ
れ
た
。

こ
の
認
証
評
価
結
果
は
、
平

成
21
年
3
月
に
通
知
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

半
分
を
施
工
し
た
も
の
。

④
体
育
館
の
改
修

夏
休
み
に
、
体
育
館
正
面
玄

関
上
部
の
サ
ッ
シ
を
ア
ル
ミ
に

取
り
替
え
る
工
事
と
、
壁
の
カ

ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
張
替
工
事

を
実
施
。
こ
れ
に
よ
り
北
側
に

吹
き
付
け
る
雨
が
、
館
内
に
入

り
込
む
問
題
も
改
善
さ
れ
た
。

●
新
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入

大
型
設
備
の
導
入
は
、
学
内

で
の
申
請
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
手

続
を
経
て
採
択
さ
れ
る
。
本
年

度
は
以
下
の
2
件
と
な
り
秋
学

期
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
た
。

①
「
マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
対
応
し
た
情
報
教
育
シ
ス

テ
ム
」
複
数
O
S
が
パ
ソ
コ
ン

1
6
0
台
で
利
用
で
き
る
も
の
。

設
置
場
所
（
情
報
工
学
科
棟
2

階
情
報
処
理
演
習
室
）。

②
「
C
A
D
／
C
A
M
／
C
A

E
統
合
教
育
シ
ス
テ
ム
」
74
台

の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
世

界
の
標
準
と
も
い
え
る
3
次
元

C
A
D
ソ
フ
ト
「
C
A
T
I
A
」

が
利
用
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
。

設
置
場
所
（
機
械
工
学
科
棟
3

階
C
A
D
／
C
A
M
／
C
A
E

演
習
室
）。

村
口
元
建
築
学
科
教
授
。

③
本
館
サ
ッ
シ
の
更
新

本
館
サ
ッ
シ
を
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
に
取
り
替
え
る
工
事
を
夏
休

み
期
間
中
に
実
施
し
た
。
昨
年

度
は
東
側
半
分
、
今
年
は
西
側

②
駐
輪
場
建
設

平
成
20
年
度
後
援
会
特
別
事

業
と
し
て
、
建
築
学
科
棟
前
に

2
0
0
台
収
容
の
自
転
車
置
場

を
設
置
し
た
。
学
生
か
ら
の
要

望
に
応
え
た
も
の
で
、
設
計
は

に
春
日
部
市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー

選
考
さ
れ
、
優
秀
賞
受
賞
者
は
、

9
月
17
日
か
ら
3
泊
4
日
の
北

海
道
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。
10

月
31
日
に
は
、
学
友
会
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
マ

教
育
職
員
免
許
法
改
正
に
よ

り
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
教
員

免
許
更
新
制
が
導
入
さ
れ
る
。

マ
は
「
日
工
大
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」

で
、
3
部
構
成
の
第
2
部
で
は

映
画
音
楽
を
演
奏
。
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
が
楽
し
め
る
内
容

で
あ
る
。
入
場
は
無
料
。

ツ
ダ
の
柏
木
章
宏
氏
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
開
発
に
関
す

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

目
的
は
、
定
期
的
に
最
新
の
知

識
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

必
修
12
時
間
と
選
択
18
時
間
、

計
30
時
間
の
講
習
の
受
講
が
必

要
。
本
学
で
は
、
高
校
「
工
業
」
、

中
学
校
「
技
術
」
の
教
員
を
主

な
対
象
と
し
、
平
成
21
年
8
月

に
「
必
修
」
「
選
択
」
の
い
ず
れ

の
講
座
も
開
講
す
る
予
定
。
実

施
要
項
は
、
来
春
、
本
学
お
よ

び
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

助
手
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
9
／
7
〜
16
）
／
目

的
＝
2
×
4
木
造
建
築
工
房
に
よ

る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の
建
設
作
業

指
導
◆
宮
澤
肇
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／

7
〜
16
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修

所
お
よ
び
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ

ジ
に
お
け
る
出
前
授
業
と
進
学
指

導
の
実
施
◆
勝
木
祐
仁
助
教
（
建

築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
9
／
7
〜
16
）
／
目
的
＝
カ
ナ

ダ
研
修
所
お
よ
び
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
出
前
授
業
と

進
学
指
導
の
実
施
◆
田
中
隆
治
准

教
授
（
共
通
教
育
系
）
／
出
張

先
＝
ア
メ
リ
カ
（
9

／
8

〜

16
）
／
目
的
＝
英
語
教
育
セ
ン
タ

ー
主
催
第
1
回
自
主
英
語
研
修
の

指
導
・
支
援
◆
成
田
健
一
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ

ツ
（
10
／
4
〜
13
）
／
目
的
＝
第

5
回
都
市
気
候
に
関
す
る
日
独
会

議
で
の
論
文
発
表
と
座
長
◆
谷

本
直
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
10
／
8
〜
16
）
／
目
的
＝
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
電
気
電
子
工

学
科
教
育
状
況
の
調
査
、
教
科

書
購
入
と
計
算
機
科
学
科
同
窓
会

招
請
へ
の
参
加
◆
中
村
俊
一
郎
教

授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
中
国
（
10
／
9
〜
13
）
／
目

的
＝
国
際
会
議
ア
ジ
ア
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
会
議
2
0
0
8
に
て
論

文
発
表
◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
12
〜
21
）
／
目
的
＝
留
学

生
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
定
締
結

校
／
機
関
に
お
け
る
大
学
説
明
会

と
留
学
生
試
験
◆
劉
ウ
ェ
ン
講
師

（
留
学
生
別
科
）
／
出
張
先
＝
中

国
（
10
／
12
〜
21
）
／
目
的
＝
留

学
生
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
定
締

結
校
／
機
関
に
お
け
る
大
学
説
明

会
と
留
学
生
試
験
◆
丹
澤
祥
晃
准

教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
韓
国
（
10
／
13
〜
17
）
／
目

的
＝
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
2
0

0
8
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
森
田

登
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
10

／
15

〜

21
）
／
目
的
＝
中
国
・
日
本
・
韓

国
・
台
湾
・
香
港
、
共
同
開
催
電

気
機
器
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文

発
表
◆
加
藤
重
雄
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
10
／
20
〜
24
）
／
目
的
＝
ア

メ
リ
カ
精
密
工
学
会
2
0
0
8
年

次
大
会
に
て
論
文
発
表
◆
波
多
野

純
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
10
／
23
〜
26
）
／
目

的
＝
第
11
回
文
化
資
産
（
古
蹟
、

歴
史
建
築
集
落
及
び
文
化
景
観
）

保
存
、
再
利
用
お
よ
び
保
存
科
学

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
講
演
◆

黒
津
高
行
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
台
湾
（
10

／
23

〜

26
）
／
目
的
＝
第
11
回
文
化
資
産

（
古
蹟
、
歴
史
建
築
集
落
及
び
文

化
景
観
）
保
存
、
再
利
用
お
よ
び

保
存
科
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

て
講
演
◆
森
田
登
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
10
／
25
〜
31
）
／
目
的
＝
米

国
電
気
電
子
学
会
54
回
ホ
ル
ム
接

点
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表

▼
長
い
夏
休
み
が
終

わ
り
、
9
月
22
日
か

ら
秋
季
の
学
期
が
始

ま
っ
た
。
夏
休
み
期

間
、
卒
業
研
究
・
計

画
の
中
間
発
表
に
向

け
て
大
学
に
通
い
続

け
た
人
、
ク
ラ
ブ
等

の
合
宿
で
己
の
限
界
に
挑
戦
し

た
人
、
趣
味
に
集
中
し
て
達
成

感
を
得
た
人
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
素
敵
な
出
会
い
が
あ
っ
た

人
、
海
外
に
出
て
日
本
に
つ
い

て
考
え
た
人
、
ひ
た
す
ら
勉
強

し
た
人
、
数
え
上
げ
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
過
ご
し
方
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。
あ
る

意
味
、
人
生
の
中
で
一
瞬
に
過

ぎ
去
る
4
年
間
を
ど
の
よ
う
に

充
実
し
て
過
ご
す
か
は
、
各
人

の
勝
手
で
あ
り
特
段
の
ル
ー
ル

は
な
い
け
れ
ど
、
本
当
の
大
人

に
な
る
た
め
の
貴
重
な
体
験
期

間
（
猶
予
期
間
）
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
こ
と
は
、
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
し
、
将
来
も
本
質
的
に

は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

秋
季
学
期
開
始
の
心
構
え
と
し

て
「
長
期
の
休
み
期
間
」
で
な

け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
は
仕
方

が
な
い
に
し
て
も
、
是
非
工
学

部
○
○
分
野
の
専
門
性
を
高
め

る
と
同
じ
よ
う
に
、
様
々
な
分

野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い

と
期
待
す
る
（
F
）

（4） 平成20年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第155号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

第
2
回

日
本
工
業
大
学
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
コ
ン
高
校
生
大
会

―
箕
輪
進
修
高
校
・
井
上
大
樹
君
が
二
連
覇
を
達
成
―

予選突破者同士の対戦の様子大会に出場したフォーミュラーカー
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編 集 後 記

人
事
異
動

第2回 日本工業大学 マイクロロボコン高校生大会　結果

優勝 長野県箕輪進修 井上大樹 Robot Industries

準優勝 長野県箕輪進修 武井　幹 蜘蛛

3位 長野県箕輪進修 山崎貴博 ミノキチ

4位 長野県箕輪進修 油井孝舟 アニメ同好会1号

5位 栃木県立宇都宮工業 池田直史 ポチ

5位 長野県箕輪進修 武井　幹 百足

5位 長野県駒ヶ根工業 山岸　誠 駒工雷電1号

5位 長野県箕輪進修 原　裕也 スカトラック改

学長賞 埼玉県立越谷総合技術、栃木県立宇都宮白楊

9／13（土）

【
任
用
】（
8
月
1
日
付
）

◆
葛
西
幸
一
助
手
（
イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
）
昭
和
44
年
6
月

2
日
生
ま
れ
。
平
成
5
年
3
月
Ｅ

Ｓ
Ｐ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

ギ
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
科
卒
業
。
前
田

中
木
工
所
勤
務
。

【
昇
任
】（
10
月
1
日
）

◆
寺
島
幸
雄
准
教
授
（
機
械
工
学

科
）→

教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
10
月
1
日
付
）

◆
留
学
生
別
科
長
兼
担
　
古
閑
伸

裕
教
授
（
新
任
）

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
有
賀
幸
則

教
授
（
新
任
）

◆
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任
　
渡
部

修
一
教
授
（
新
任
）

◆
情
報
工
学
科
主
任
　
片
山
茂
友

教
授
（
再
任
）

◆
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
開
設
準

備
主
任
　
佐
藤
茂
夫
教
授
（
新
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
開
設

準
備
主
任
　
黒
津
高
行
教
授
（
新

任
）

◆
機
械
工
学
専
攻
幹
事
　
宮
澤
肇

教
授
（
新
任
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事
　
森
田
登

教
授
（
再
任
）

◆
建
築
学
専
攻
幹
事
　
白
石
一
郎

教
授
（
新
任
）

◆
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

長
坂
保
美
教
授
（
新
任
）

【
解
任
】（
9
月
30
日
）

◆
機
械
工
学
専
攻
幹
事
　
佐
藤
茂

夫
教
授
◆
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
長

兼
担
　
酒
井
茂
紀
教
授

【
配
置
換
】（
10
月
1
日
付
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

竹
内
貞
雄
教
授→

機
械
工
学
科

◆
総
務
部
付
（
専
門
学
校
事
務
担

当
）
小
西
法
行
主
任→

学
生
支
援

部
就
職
支
援
課
主
任

◆
平
岡
麻
里
講
師
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／

10
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝
平
成
20

年
度
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別
セ
ミ
ナ

ー
引
率
◆
川
村
真
司
課
員
（
総
務

課
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／

10
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝
平
成
20

年
度
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別
セ
ミ
ナ

ー
引
率
◆
黒
津
高
行
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム

（
8
／
19
〜
27
）
／
目
的
＝
平
成

20
年
度
教
育
・
学
習
方
法
等
改
善

支
援
『
現
場
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

国
際
協
力
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム

（
8
／
19
〜
27
）
／
目
的
＝
平
成

20
年
度
教
育
・
学
習
方
法
等
改
善

支
援
『
現
場
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

国
際
協
力
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

◆
北
久
保
茂
准
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
9
／
7
〜
13
）
／
目
的
＝
第
24

回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
国
際
会
議

で
の
論
文
発
表
お
よ
び
座
長
◆
星

野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
9
／
7
〜
13
）
／
目
的
＝
第
24

回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
技

術
国
際
会
議
の
座
長
、
論
文
発
表

◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／

7
〜
16
）
／
目
的
＝
2
×
4
木
造

建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所

で
の
建
設
作
業
指
導
◆
野
口
憲
治

11／15（土）
第12回スターリングテクノラリー開催

自作スターリングエンジンを搭載した
車両でスピードとアイデアを競う「第
12回スターリングテクノラリー」が、
今年も本学を会場として11月15日（土）
に開催される。主催はスターリングテ
クノラリー技術会、（社）全国工業高等
学校長協会、（社）日本工学教育協会
で、本学も協賛している。競技は人間
乗車クラス、ノーマルクラス、RCクラ
ス、宙返り耐久ミニクラス、クーラク
ラスの5クラスで競われる。全国から約
200チームが参加する予定で、顔ぶれ
も小学生から社会人まで多彩。付属の
駒場高等学校からは、ノーマルクラス
に5台がエントリーしている。

今年も付属高校はノーマルクラスに参加

去
る
9
月
13
日
（
土
）
に
、
本

学
で
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
高
校
生
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
1

イ
ン
チ
角
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
所
定

の
コ
ー
ス
を
自
立
的
に
走
行
し
、

時
間
を
競
う
も
の
。
わ
ず
か
1

イ
ン
チ
角
の
ロ
ボ
ッ
ト
内
に
C

P
U
や
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
し
、

数
10
cm
の
大
き
さ
の
ロ
ボ
ッ
ト

に
匹
敵
す
る
機
能
を
持
つ
様
に

設
計
要
求
さ
れ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

の
構
成
材
料
も
実
習
等
で
余
っ

た
端
材
で
製
作
が
可
能
で
、
マ

イ
ク
ロ
化
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
資
源
を
め
ざ
す
エ
コ
ロ

ジ
ー
な
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
も
あ
る
。
本
コ
ン
テ
ス
ト
は

学
園
創
立
1
0
0
周
年
行
事
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
実
施
さ
れ
、

順位・賞など 高校名 操作者 ロボット名

山
東
経
貿
職
業
学
院
来
訪

国
際
交
流

山東経貿職業学院一行と記念撮影

（
財
）日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
に
よ
る
実
地
調
査

９／30
〜
10／１

第
６
回

全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
に

エ
ン
ジ
ン
工
房
（
小
倉
研
）
か
ら
初
参
加

吹
奏
楽
団
　
定
期
演
奏
会

映
画
音
楽
を
テ
ー
マ
に

第
３
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て

●
工
事
関
係

秋
学
期
開
講
に
備
え
、

以
下
4
件
の
工
事
が
行

わ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は

よ
り
快
適
に
な
っ
た
。

①
第
一
食
堂
省
エ
ネ
化

工
事夏

休
み
期
間
中
に
第

一
食
堂
の
省
エ
ネ
化
工

事
を
実
施
し
た
。
こ
れ

は
N
E
D
O
の
「
建
築

物
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事

業
」
へ
の
補
助
申
請
が

採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

3
年
連
続
の
採
択
。
内

容
は
空
調
機
器
と
照
明

器
具
を
高
効
率
の
物
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と

共
に
、
給
湯
を
従
来
の

ガ
ス
湯
沸
器
か
ら
深
夜

電
力
を
使
っ
て
蓄
熱
す

る
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
」
に
変
更
し
た

も
の
。
こ
れ
に
よ
り
第

一
食
堂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
は
約
30

％

（
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の

1
％
強
に
あ
た
る
）
改

善
さ
れ
る
。

「CATIA」を使った授業風景 建築学科棟前に設置された自転車置場

学内施設の充実でキャンパスはより快適に
●第１食堂省エネ化　●駐輪場建設　●本館サッシ更新　●新教育システムの導入　等

国
外
出
張（
8
月
〜
10
月
）

11／23
（日）
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